
宗教哲学会
第14回学術大会

2022 年 3月 26日（土）
オンライン大会（Zoomミーティング）

第 3部会　10 時 15 分～ 12 時 50 分　
１．ヤーコプ・ベーメの感覚言語
　　　　徳田安津樹（東京大学）　　　
２．宗教と哲学の関係性をめぐる若きショーペンハウアーの思索
　　―シュライアマハー「キリスト教時代の哲学史」講義の聴講録を手がかりに
　　　　堤田泰成（上智大学）　　
３．ルドルフ・オットーのフリース受容の背景
　　―デ・ヴェッテおよびアーペルトに着目して
　　　　太田匡洋（早稲田大学）　

シンポジウム　14時～ 17 時 30 分　
「宗教概念批判以降の宗教と哲学」
１．宗教認知科学の哲学的基礎
　　　　藤井修平（東京家政大学）
２．概念を駆り立てるもの―宗教概念批判とドイツ概念史研究
　　　　下田和宣（成城大学）
３．普遍主義のポスト世俗的な条件―宗教の翻訳について
　　　　坪光生雄（一橋大学）
司会・趣旨説明：古荘匡義（龍谷大学）
コメンテーター：後藤正英（佐賀大学）
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